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このメッセージをお読みのほとんどの

かたは、学校で、テストを受けた体験

をもっていると思います。そして、そ

のテストは、ほとんどの場合、ひとつ

の問題にたいして、こたえはひとつで

した。…よね？ 

 

１年間に受けるテストの数はどのくら

いあったでしょう？ 小学校時代に

は？ 中学校時代には？ 高校、大学

時代には？ そう。私たちは、数えき

れないくらい、テストを受けるという

体験をしているのです。 

 

ひとのこころは、一回だけの体験にた

いしては、なかなか反応しません（よ

ほど強烈なものであれば別ですが）。た

いていは、繰り返し、繰り返し体験し

てきたことを、こころのなかにしみこ

ませていくのです。 

 

では、過去をふり返ってみて、テスト

で、満点をとりつづけてきたひとは、

どのくらいいますか？ 満点をとるた

めには、つねに正解だけを選びつづけ

る必要があります。これを達成するの

は、並大抵のことではありません。そ

して、その正解は、あなたが考えた正

解ではなく、出題者が考えた正解です。 

 

この体験を積み重ねた結果、私たちは、

いつのまにか誤解してしまうのです。

人生においても、つねに正解を選ばな

くてはならないと。そして、その正解

は、自分が決めるものではなく、誰か

が決めるものなのだと。 

 

でもね。いまも書きましたが、これっ

て、ただの誤解です。だって、人生の

問題に、こたえがひとつ、なんてあり

えませんからね。だから、本当は、学

校のテストのやりかたは、あまり参考

にしないほうがいいのです。 

長い人生においては、正解がひとつと

いう考えのほうが、特殊なのです。し

かも、その正解を、自分ではなく、ほ

かの誰かが決めるということのほうが、

特殊なのです。 

 

でね。それがわかったら、このことに

も気がついてくださいね。正解を探し

つづけるかぎり、まちがいもまた存在

しつづけるのだということに。 

正解を探すことをやめたら、まちがい

はなくなるのです。すべてのことは、

単なる「ケースバイケース」になっち

ゃうのです。 

 

そして、もういっこ言っちゃいますよ。

あなたが、正解だと思っているそのこ

とさえも、長いスパンのなかでは、本

当に正解かどうかはわからないのです。 

「人間万事塞翁が馬」のたとえを出す

までもなく、成功だと思ったことが、

転落のはじまりだったり、どん底だと

思ったことが、幸福のスタートだった

り。それが絶対の正解であるかどうか

など、誰にもわからないのです。 

誰にもわからないというのが、ある意

味、本当の正解なのです。正解さがし

をすること自体、意味がないってこと

なんです。 

 

だとしたら、あとは楽しむだけなんで

すね。楽しいことがあるから、楽しむ

んじゃないんですよ。あなた自身が、

出会うこと・もの・ひとのなかに、楽

しさを、喜びを見いだしていくのです。 

 

どうぞ、楽しいと感じる体験をたくさ

んしてください。あなたが思えば、ど

んな体験も、楽しみに変わります。 

困ったこと、大変なことが起きたとき

には、「ひょえー。やばいよー。これっ

て、いつ、どんなお楽しみになるんだ

ああ」と、悲鳴をあげながら、楽しめ

ばいいのです。 

 

なんだか、それって、ジェットコース

ターに乗る楽しみに似てますね。（もっ

とも、私はジェットコースターは好き

ではありませんが）。（笑） 

 

楽なことばかりとはかぎりませんが、

少なくとも、そのとき、あなたは、自

分で自分の人生のありかたを決める生

きかたをしています。 

それって、ひとの正解を探しつづける

人生よりも、はるかに前向きでパワフ

ルな生きかたですよ！ 楽しくならな

いはずがないじゃありませんか♪ 
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